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新潟県電気工事工業組合

『 冬鳥越スキー場 』
撮影場所・撮影日／加茂市長谷

　　　　　　　　　平成24年２月

【コメント】
写真はロッジ（休憩施設）です。加茂市の市営スキー場で、Ｔバーリフ
トが二基設置されています。家族向けのファミリースキー場で、ソリ遊
びなどにもってこいなのですが、スキー、ボードの練習場としても人気
があります。
　雪のないシーズンは、薔薇園があったり、芝生の憩いの場としても人
気のスポットです。加茂駅から車で15分位です。

撮影者／新潟県電気工事工業組合
 三条支部　㈱新電社　関川　正一　氏
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　懇談会は、本山総務委員長並びに事務局より

当工組の現状と課題等について説明が行われた

後、佐藤信秋顧問より東日本大震災後の予算編

成の経緯と公共工事設計労務単価調査方法の改

善、塚田一郎顧問代理小根山秘書より雇用対策

の重要性とデフレ脱却のための金融緩和策、高

倉栄相談役より県の家庭用太陽光発電促進事業

や新潟州構想等、それぞれ国政・県政の現況等

についてご報告いただきました。

　その後質疑応答に移り、原子力発電の必要

性、地球温暖化対策等についての議員協議会か

らの質問を受けて、顧問・相談役から国・県の

エネルギー政策の説明があり、活発な意見交換

が行われました。

　３月３日、平成23年度の「市町村議会議員協議会と三役・総務委員会との懇談会」が、ホ

テルイタリア軒において開催されました。

　本懇談会は、総務委員会事業の政治活動の一環として、当工組組合員関係者の市町村議会

議員で構成する新潟県電気工事工業組合市町村議会議員協議会との連携を図るために開催さ

れるもので、当日は、当工組政治連盟顧問並びに相談役にご臨席を賜り、市町村議会議員協

議会より大岩会長はじめ４名、県本部より小島副理事長はじめ三役・総務委員・事務局11名

の合計18名が出席して、懇談会は行われました。

政治連盟顧問・相談役 懇　談　会

大岩議会議員協議会会長の挨拶

　平成21年度平成21年度　市町村議会議員協議会と三役・市町村議会議員協議会と三役・

 総務委員会との懇談会を開催　　 総務委員会との懇談会を開催　　

　平成23年度　市町村議会議員協議会と三役・

 総務委員会との懇談会を開催　　



第188号 平成24年４月県　電　だ　よ　り

2

　経営企画推進委員会（斎藤賢委員長）は、平

成23年度事業の一環として、２月９日（木）～

10日（金）の２日間に亘り、中小企業大学校三

条校において平成23年度「リーダー育成セミ

ナー」を開催し、組合員事業所から15名の受講

生が参加しました。 

　今年度で７回目となる本セミナーには、昨年

度に引き続き講師に㈱パートナーズプロジェク

ト代表取締役の髙野裕氏をお迎えし、初日は斎

藤経営企画推進委員長の開会挨拶、受講生自己

紹介ののち、前半は受講生を３チームに分け、

座学研修、チームリーダーの選出、チーム名

（「FIVE　STAR」「TEAM　 亀」「IVブ レ ー

カーズ」）とチームを象徴するシンボルマーク

とモットーを作成し発表を行いました。

　続いて、本セミナーのメインとなるDVD事例

研究に移り、各チームで与えられた事例の問題

点の把握・分析・整理・検討を行い、更には目

標達成と組織活性化のためのリーダーとしての

有るべき姿について議論を重ねました。そし

て、その夜の受講者交流会で受講者同士の交流

も大いに深まり、各チームとも翌日の発表に向

け、熱い議論は深夜まで及びました。

　２日目の午前中は引き続き各チームでDVD事

例研究の発表準備、午後からは、いよいよ発表・

審査に移り、３チームによる研究結果のプレゼ

ンテーションが行われました。各チームの発表

は、髙野講師、斎藤委員長をはじめとする経営

企画推進委員、昨年度のチームリーダー１名他

計6名の審査員による厳正な審査が行われ、今

年度の栄えある優勝にはチーム「IVブレーカー

ズ」（チームリーダー：新潟支部　㈱荻荘電機　

齋藤 篤 氏）が輝き、髙野講師より各チームに

賞品が授与されました。

　最後に斎藤委員長より修了証書交付、関川副

委員長より閉会挨拶が行われ、２日間に亘るセミ

ナーは終了しました。受講生の皆様、２日間大変

お疲れ様でした。

チーム名・シンボルマーク・モットーを発表チーム名・シンボルマーク・モットーを発表 発表・審査発表・審査

平成23年度「リーダー育成セミナー」を開催

発表に向けて各チームで熱い議論を展開 髙野講師を囲んで記念撮影
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　平成16年10月23日午後５時56分に発生した中

越地震より、７年余りが過ぎました。７年間が

短く感じるのか、長く感じるのかは人それぞれ

に違うと思います。地震発生の日は朝から快晴

で、日が暮れかけて澄んだ夜空には無数の星が

煌いていました。その小春日和の夕刻にまさ

か、震度７の大地震が私達の故郷を襲うとは、

誰も夢にも思わなかったことでした。小千谷市

民の大多数はこの故郷が以前の姿に復興するに

は何年掛かるのか、はたして復興できるのか

と、絶望感に襲われていたと思います。

　平成23年10月に市内の公共施設内に、中越地

震からの復興の記録保存と災害への備えを後世

に継承するための、「おぢや震災ミュージアム・

そなえ館」がオープンしたので先日訪問してき

ました。テレビや新聞等で紹介されましたの

で、御存知の方も多いかと思います。

　そこは公共施設でもある「楽集館」の２階に

昨年10月にオープンしたもので、中越地震直後

の状況から復旧・復興への７年間の道のりを、

大型バネルや実際に使用した非常食やテント等

を展示しながら、被災者のコメントも付けて子

供から大人まで分かりやすく展示してありま

す。駐車場も十分のスペースがありますので、

中越地方にお出かけの機会がありましたら立ち

寄ってみては如何でしょうか。

　小千谷市にも、昨年３月11日に発生した東日

本大震災による原発事故の影響で避難してきた

福島県の方々は、まだ数十名が残り生活してお

られます。中越地震の際に日本全国から支援し

て頂いたお返しにと、小千谷市行政や市民ボラ

ンティアが熱心にサポートしており、避難され

た皆さんは少なくとも衣食住には不自由するこ

とは無くなったとは思いますが、やはりここは

異郷の土地であり、一日も早く故郷の福島県に

ある自分の家での生活を取り戻したいと切に

思っている気持ちは、私達には十分理解できま

す。中越地震からの復興の記録を「そなえ館」

で見ながら７年前の状況を思い出し、東日本大

震災の被害地域もいつかは必ず復興するときが

来るとの希望を、被災者皆さんには持ち続けて

頂きたいと願わずにはいられませんでした。

そなえ館

小 千 谷 支 部

おぢや震災ミュージアム「そなえ館」を訪れて
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　今では国際的に有名になった「小出国際雪合

戦」が小出の響きの森公園「雪のコロシアム」

で２月12日、第24回の開催を迎えました。小出

は雪合戦発祥の地として名乗りを上げて町おこ

しに取り組み、今では世界各国から参加者を募

集しており毎年150チームが参加するイベント

になりました。

　今年は、北は宮城県から南は九州まで、全国

各地から178チームが優勝を目指して熱戦が繰

り広がられました。当日は降り積もる雪の中で

したが各選手がコートの中を走り回り、相手を

めがけて雪玉を投げたり避けたりと奮闘してい

ました。会場には多くの人が足を運び、各試合

で繰り広げられる白熱した攻防戦や愉快で楽し

いパフォーマンスの数々を楽しんでいました。

決勝は「新潟アルビレックスBC」と地元魚沼

市の「Priceless」が対戦。雪の降りしきる中、

集まった人たちの声援を受けて最後の攻勢をし

のぎ切った地元の「Priceless」が優勝しまし

た。会場では人気の雪の大すべり台や餅つき大

会、豪華賞品が当たる「太っ腹！ウルトラ餅ま

き」など多彩なイベントが次々に行われ来場者

を楽しませてくれます。パフォーマンスやコス

チュームを競う「写真コンテスト」では、なで

しこジャパンのユニフォームにパンダのメイク

をした宮城県仙台市から来た「SZPランディ」

が優勝し、「雪合戦PR大使グランプリ2012」に

は福岡県の男性と栃木県の女性が選ばれまし

た。このお二人は今後PR大使として小出国際

雪合戦を様々なところでアピールしてくれるそ

うです。

　組合員の皆様もチームを組んで是非この雪合

戦に挑戦してください。

コスチューム写真コンテスト

魚 沼 支 部

小出国際雪合戦

雪上でのフリースタイルモトクロス（FMX）ショー

雪合戦
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県 青 年 部

　２月16日、県青年部（品田史夫会長）と新潟

県中小企業団体中央会共催による平成23年度

「青年部経営セミナー ～財務・応用編～」が県本

部電気工事会館にて開催され、青年部会員他25

名が受講しました。

　本セミナーは、青年部所属の経営者、後継

者、経営幹部の方（候補者）の財務応用知識の

向上を目的に、経営・技術委員会（高橋重尚委

員長）事業の一環として、昨年11月の財務・基

礎編の続編として開催されました。 

　セミナーは、鶴巻経営・技術委員の司会、楠副

会長の開会挨拶、高橋経営・技術委員長より開

催趣旨説明・講師紹介ののち、講師には安部経営

事務所（神奈川県相模原市）代表の安部義則様

をお迎えし、『財務諸表から診える会社の「強

み」と「弱み」』をメインテーマに、財務諸表

の構造（貸借対照表と損益計算書）、財務諸表

の分析（総合収益分析ほか10指標区分の説明）

等について解りやすくご講義をいただき、講義

の終盤には受講者が持参した自社の財務諸表を

用いて、実際に自社の財務分析を行いました。

　最後に久保田副会長より閉会挨拶が行われ、

平成23年度「青年部経営セミナー ～財務・応用

編～」は盛会のうちに終了しました。

「青年部経営セミナー ～財務・応用編～」を開催！

平 成 23 年 度

新潟営業所
〒950-0822　新潟市東区新岡山 2丁目 1番 14 号
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　村上支部青年部は２年に一度、会員同士の交

流を深める為と、日頃なかなか見る事の出来な

い所を見学しようと役員で話し合い、視察研修

旅行を行っています。今回は、「東北電力㈱酒

田リサイクルセンター視察と杜の都・仙台の旅」

と銘打って、３月９日～10日の２日間で実施し

ました。

　酒田リサイクルセンターは、山形県酒田市の

酒田臨海工業団地にあり、隣接する施設では、

日本初の洋上風力発電所「サミットウインドパ

ワー酒田発電所」があります。同施設は、ごく

微量のポリ塩化ビフェニル（PCB）が混入した

柱上変圧器および、その絶縁油を無害化しリサ

イクルする施設で、受け入れるエリアは東北七

県と広範囲なうえ、柱上変圧器66万台と絶縁油

（廃PCB）約３万キロリットルという膨大な量

を、法令で定められている平成28年７月までに

同施設だけで処理を完了する予定だと伺った時

は驚きました。

　全ての産業廃棄物を処理したら、この建物は

どうするのか？と尋ねたところ、「予定では建

物を取り壊し更地にし、土地を返却します。そ

れゆえ、作業員を雇用する時に、50歳代の方を

多く雇用しました。処理が完了し退職された時

に、年金を受給できるように」と、おっしゃっ

ていました。

　私たち若い世代の電気工事業者にはなじみの

薄い「PCB」ですが、実際、PCBが原因で健康

被害にあい、今なお苦しむ多くの方々がいる現

実を知り、単にPCBのリサイクル施設と言う表

面的な意味ではなく、PCBによる環境への影響

を無くす為、出来るだけ早く安全に無害化処理

する事が求められている「酒田リサイクルセン

ター」を、より意義深く、施設の重要性や込め

られた思いに皆が改めて気付かされた研修旅行

でした。

村上支部青年部

視察研修旅行「酒田リサイクルセンター」

伊達政宗公騎馬像前にて記念撮影
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　新発田支部青年部では、昨年の11月16日に技

術講習会として最新でんき工事セミナーを支部

組合会館２階で開催いたしました。当日は当青

年部会員と支部組合員の方にも参加いただき、

総勢27名の参加をいただきました。

　当日は、東北電力㈱新発田営業所様・パナソ

ニ ッ ク 電 工 ㈱〔当 時〕 様・ ㈱ コ ロ ナ 様・

YKK AP㈱様より講師をお招きし、東日本大

震災以降、節電・省エネに一層取り組まなけれ

ばならないと考え、新しい電気工事の分野を

テーマに４部構成で研修をおこないました。

第１部 「これからの住宅におけるエネルギーマ

ネジメント（スマートハウス関係）」

　ＨＥＭＳとスマートハウスの概要、住宅の配

線に関する配線方法や神奈川県藤沢市で計画中

のFujisawaサスティナブル・スマートタウンの

ご説明をいただきました。

第２部「地中熱ヒートポンプ暖房」

　再生可能エネルギーとして地中の熱を利用す

るヒートポンプ暖房。太陽光との大きな違いは

夜でも熱を利用できること。昨年10月発売とい

うこともありセミナーの時点では、まだ新潟に

は設置しているところがないということでした

が、北海道での取付設置事例など工事写真も入

れて紹介していただきました。

第３部「住宅エコポイントと節電補助金について」

　住宅エコポイントの2011年度の新たな制度と

節電補助金の関係、内窓の取付方法、電気工事

店では思いつかないエアコンと内窓セットでの

ご提案方法などお話しいただきました。

第４部 「電力需給状況と今後の電気エネルギー

問題について」

　最後に、今後の電気エネルギーに関する問題

や11月ということもあり、夏場と違う冬場の節

電対策についてのご説明がありました。

　午後から半日のセミナーでしたが、あらため

て節電・省エネを意識し、新しい電気工事の知

識向上に役立ったセミナーになったと思いま

す。今後もこのようなセミナーを新発田支部青

年部では継続したいと思っております。

　また、セミナー終了後、支部組合会館で県青

年部の品田会長と意見交換会をさせていただ

き、その後会場を移動し、品田会長、セミナー

講師と当青年部会員で有意義な懇親会を開催さ

せていただきました。

新発田支部青年部

最新でんき工事セミナー開催
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　はじめに、東日本大震災から１年が経過し、

被災された方々に心からお見舞い申し上げます

と共に、一日も早い復旧復興を願うところであ

ります。

　さて、我々新津支部青年部は先日、県青年部

の品田会長をお迎えして意見交換会を開催いた

しました。当日は、大雪に見舞われ交通状況も

悪い中での開催でした。毎年この時期に行われ

ているこの新年会（交流会）なのですが、品田

会長の訪問ということもあり、様々な意見や要

望が出されました。高圧保護具の耐圧試験で

は、新津支部と柏崎支部は青年部で行っている

共通点などもあり、特に活発な意見が出されま

した。「屋外の作業だからもう少し気候の良い

月に変更してみてはどうか？」「日程・費用の調

整は、どうなのか？」など、この後に行われる

懇親会に全く興味がないくらいの熱気でした。

また、東北電力㈱への要望、そしてこれからの

新津支部青年部の目指すものなど、あっという

間の20分！？の会議でした。（笑）

　品田会長には、懇親会にもご参加いただきま

して誠にありがとうございました。やはり飲み

ニケーションが一番の交流になったのではない

でしょうか。

　去年は震災から始まり個々を含め何かと考え

させられる年となりました。原発・節電など電

気に関する話題はつきません。我々、新津支部

青年部一同も自身の商売のみならず、地域との

つながり、発展に役立っていけたらと考えてお

ります。

新津支部青年部

意見交換交流会を実施
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〈第一種電気工事士試験〉
　①受験申込受付期間
　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み………… 平成24年７月２日（月）～７月20日（金）
　　インターネットによる申込み………………………………… 平成24年７月２日（月）午前10時～

７月27日（金）午後５時まで
　②試験実施日：筆記試験………………………………………… 平成24年10月７日（日）
　　　　　　　：技能試験………………………………………… 平成24年12月９日（日）
　③受験手数料
　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み………… 11,300円
　　インターネットによる申込み………………………………… 10,900円

〈第二種電気工事士試験〉
　①受験申込受付期間
　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み………… 平成24年３月12日（月）～４月６日（金）
　　インターネットによる申込み………………………………… 平成24年３月12日（月）午前10時～

４月６日（金）午後５時まで
　②【上期】試験実施日：筆記試験……………………………… 平成24年６月３日（日）
　　　　　　　　　　　：技能試験　その１…………………… 平成24年７月28日（土）
　　　　　　　　　　　：技能試験　その２…………………… 平成24年７月29日（日）
　　 【下期】試験実施日：筆記試験……………………………… 平成24年10月６日（土）
　　　　　　　　　　　：技能試験……………………………… 平成24年12月８日（土）
　③受験手数料
　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み………… 9,600円
　　インターネットによる申込み………………………………… 9,300円

〈第一種及び第二種電気主任技術者試験〉
　①受験申込受付期間
　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み………… 平成24年５月21日（月）～６月８日（金）
　　インターネットによる申込み………………………………… 平成24年５月21日（月）午前10時～

６月15日（金）午後５時まで
　②試験実施日：一次試験………………………………………… 平成24年９月８日（土）

：二次試験 ……………………………………… 平成24年12月２日（日）
　③受験手数料
　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み………… 12,800円
　　インターネットによる申込み………………………………… 12,400円

〈第三種電気主任技術者試験〉
　①受験申込受付期間
　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み………… 平成24年５月21日（月）～６月８日（金）
　　インターネットによる申込み………………………………… 平成24年５月21日（月）午前10時～

６月15日（金）午後５時まで
　②試験実施日……………………………………………………… 平成24年９月９日（日）
　③受験手数料
　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み………… 5,200円
　　インターネットによる申込み………………………………… 4,850円

　　■問合せ先　　㈶電気技術者試験センター
〒104－8584　東京都中央区八丁堀２－９－１　秀和東八重洲ビル８階
　　　　　　TEL 03－3552－7691　 FAX 03－3552－7847
　　　　　　メール：info@shiken.or.jp
　　　　　　http：//www.shiken.or.jp/

平成24年度　電気技術者試験の実施日程
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開　催　日 会　　　　場

平成24年６月26日（火） 新潟ユニゾンプラザ ４階　大研修室　

■新潟ユニゾンプラザ　新潟市中央区上所２－２－２　TEL 025－281－5511

平成24年度　第一種電気工事士定期講習会開催

開　催　日 会　　　　場

平成25年１月22日（火） 新潟ユニゾンプラザ　　　　　　　４階　大研修室

　　　　２月19日（火） 　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　３月５日（火） 　　　　〃　　　　　　　　　　　４階　大会議室

■新潟ユニゾンプラザ　新潟市中央区上所２－２－２　TEL 025－281－5511

※新潟県電気工事工業組合担当開催分を掲載

平成24年度　第一種電気工事士定期講習会開催（予定）

小林　功
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労働災害補償保険（労災保険）の年度更新労働災害補償保険（労災保険）の年度更新労働災害補償保険（労災保険）の年度更新

◆平成 24年度　労働災害総合保険（第二労災）

◇傷害総合保険（休業補償プラン）
◇新・団体医療保険（疾病補償プラン）

◆平成 24年度　労働災害総合保険（第二労災）

◇傷害総合保険（休業補償プラン）
◇新・団体医療保険（疾病補償プラン）

◆平成 24年度　労働災害総合保険（第二労災）

◇傷害総合保険（休業補償プラン）
◇新・団体医療保険（疾病補償プラン）

  （保険期間：平成 24年 5月 31日～平成 25年 5月 31日）  （保険期間：平成 24年 5月 31日～平成 25年 5月 31日）  （保険期間：平成 24年 5月 31日～平成 25年 5月 31日）

政府労災の上乗せ保険であります、第二労災が更新となりますので、ご継続い

ただく組合員様は「直近の完成工事高」をご記入の上、下記期日までに本部へ

申込書をご提出下さいますようお願いいたします。

平成 24 年度

労働保険の年度更新を迎える時期となりました。

新潟県電気工事工業組合の労働保険事務組合に委託されている組合員様は、

手続き書類を期日まで所属支部へご提出下さいます様お願いいたします。

＜お申込書提出　締切日＞

　　　　   分割払い：平成 24 年 3 月 9 日迄

一括払い・新規加入：平成 24 年 4 月 20 日迄
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組 合 員 の 異 動
平成24年１月～平成24年３月

日　 付 支　部

H24.2.28 脱　　退 新　　潟 桜井電気㈱

H24.3.31 脱　　退 新　　潟 ㈱良電社　新潟支店

H24.3.31 脱　　退 新 発 田 ㈲日新電気

H24.3.31 脱　　退 燕 ㈲赤川電工

H24.3.31 脱　　退 長　　岡 金井電気

H24.3.31 脱　　退 長　　岡 ㈲山崎電機

H24.3.31 脱　　退 上　　越 ㈱三光電業社

H24.3.31 脱　　退 佐　　渡 岡崎電機商会

組 合 員 の 変 更
平成24年１月～平成24年３月

支 部 事　 務　 所 変更箇所 変　 更　 前 変　 更　 後

新　潟 ㈱ Ｅ ＆ Ｃ マ ク ロ ム 事業所名 ㈱ マ ク ロ ム ㈱ Ｅ ＆ Ｃ マ ク ロ ム

〃 板 井 電 気 代 表 者 板 井 　 三 二 板 井 　 三 七 一

〃 健 電 社 代 表 者 佐 藤 　 健 渡 辺 　 実

〃 ヨ シ ダ 電 業 事業所名 ㈲ ヨ シ ダ 電 業 ヨ シ ダ 電 業

村　上 ス カ イ テ ク ノ

住　　所
〒958-0024

　村上市瀬波中町9-10

〒959-3927

　村上市北中 771

Ｔ Ｅ Ｌ 0 2 5 4 - 5 3 - 1 1 1 1 0 2 5 4 - 6 0 - 8 0 8 0

Ｆ Ａ Ｘ 0 2 5 4 - 5 3 - 1 1 1 2 0 2 5 4 - 6 0 - 8 0 8 1

〃 ㈱ 村 上 協 電 代 表 者 坂 上 　 孝 雄 金 子 　 謙 一

新発田 カ ト ウ 電 気 代 表 者 加 藤 　 喜 一 加 藤 　 悟 史

〃 ㈱ ミ ズ サ ワ 代 表 者 水 澤 　 実 水 澤 　 貴 洋

新　津 村 松 電 業 ㈱ 代 表 者 田 中 　 勝 男 阿 部 　 眞 二

〃 宮 﨑 電 設

住　　所
〒956-0034

　新潟市秋葉区新津緑町21

〒956-0805

　新潟市秋葉区中野１丁目 19-17

Ｔ Ｅ Ｌ 0 8 0 - 5 0 5 6 - 7 0 4 5 0 2 5 0 - 4 7 - 7 2 8 7

Ｆ Ａ Ｘ 0 2 5 0 - 4 7 - 3 7 7 2 0 2 5 0 - 4 7 - 7 2 8 8

三　条 片 桐 電 気 商 会 住　　所
〒959-1117

　三条市帯織 3400

〒959-1117

　三条市帯織 3401-8

〃 山 井 電 気 工 事 店 代 表 者 山 井 　 幹 雄 山 井 　 和 仁

燕 関 根 電 機 Ｆ Ａ Ｘ 0 2 5 8 - 7 5 - 3 8 8 1 0 2 5 8 - 8 9 - 8 6 7 8

長　岡 ㈲ 三 友 電 機 工 業 所 代 表 者 反 町 　 一 男 反 町 　 満

〃 ㈲ 中 条 電 機 商 会 代 表 者 髙 橋 　 隆 司 髙 橋 　 三 夫

小千谷 岡 村 電 機
事業所名 岡 村 電 機 商 会 岡 村 電 機

代 表 者 岡 村 　 孝 治 岡 村 　 正 人

上　越 稲 田 電 気 工 事 ㈱ 代 表 者 西 澤 　 洋 一 西 澤 　 和 人

佐　渡 協 立 電 業 ㈱
事業所名 協 立 電 業 社 協 立 電 業 ㈱

代 表 者 石 川 　 友 治 石 川 　 和 彦

 ※県本部宛変更届提出分について掲載しております。
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